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　今日は「ディープステート」という概念について共有
したいと思います。ディープステートとは、アメリカ
合衆国の連邦政府・金融機関・産業界の関係者が秘密の
ネットワークを組織しており、選挙で選ばれた正当な
米国政府と一緒に、あるいはその内部で権力を行使する
隠れた政府として機能しているとする陰謀論です。
「影の政府」や「国家の内部における国家」も同じような
概念であります。このような「ディープステート」が存在
するという主張は、一般的に陰謀論とみなされています。
　この概念を信じている人は、世界は「闇の政府」に支配
されている、と考えています。そして、アメリカ政府、
諜報機関、軍需産業や巨大製薬会社、金融機関、メディア
などに闇のエリートを送り込み、秘密のネットワークを
組織している、ディープステートが世界を牛耳っていて
多くの市民たちが搾取されている、と考えるのです。
　ディープステートの信奉者は、ｍＲＮＡワクチンが
開発されると、ディープステートの支配下にあるメディアを
使って世界中の人たちにワクチンを接種するよう扇動し、
ディープステイトと関係の深い巨大製薬会社が莫大な
利益を得ようとしている、世界中の人たちが人体実験を
させられている、とも考えます。
　ロシアのウクライナ侵攻については、兵器をウクライナに
提供しているアメリカが代理に戦争をやらせていて、
それによってアメリカの軍需産業が潤っていると考えます。
こうしたディープステートに対抗しているのがトランプや
プーチンであると考えるのです。ワクチンを打たない
人にプーチン支持派が多いというアンケート結果の報道が
ありましたが、ディープステートの信奉者にはこのような
論理があるからです。

　長野県の新型コロナウイルスの感染状況は改善し、
松本と北アルプス圏域の感染レベルが３、上田も含め
その他すべての圏域の感染レベルが２以下になりました。
以下の情報は私がインターネットから収集したものです
ので、ご了承ください。
　新型コロナウイルス感染症の10万人当たりの新規感染
者数は６月３日から６月９日の一週間の値で、長野県
全体は54.83人（125.68人）、上田圏域は54.15人（70.13人）、
佐久圏域が53.32人（72.89人）、長野圏域50.87人（137.03人）、

［表彰伝達］
ロータリー財団よりバッジと証書贈呈
●マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
米津　仁志さん
柳澤雄次郎さん

●ポール・ハリス・フェロー
土屋　勝浩さん
斉藤　達也さん

［慶祝］
結婚記念月（３名）
　安齋　晃德さん
　小幡　晃大さん
　小林浩太郎さん

事業創立記念月（２名）
　増澤　延男さん
　木内　孝信さん

皆出席（３名）
　丸山　正一さん（48年）
　滝沢　秀一さん（20年）
　柳澤雄次郎さん（７年）

［会長挨拶］	 米津仁志　会長
　みなさん、こんにちは～昨日は
家族親睦旅行が開催され、総勢
25名で、美ヶ原美術館、長門牧場
へのショートトリップを楽しんで
きました。美ヶ原は霧で覆われて
いて６月とは思えない寒さでした。長門牧場ではおいしい
ワイン、ピザ、濃厚なソフトクリームを楽しみました。
ご参加のみなさん、楽しい時間をありがとうございました。

第２８７０回例会（令和４年６月13日）



南信州が41.84人（105.57人）、北アルプス圏域112.03人
（216.95人）です。木曽圏域は19.62人（145.23人）です。
カッコ内は５月20日～５月26日の値です。
　全国的には、全国平均で90.67人（168.77人）、大阪
109.21人（197.16人）、東京89.63人（159.36人）、沖縄602.62人
（812.63人）、石川県105.42人（249.51人）、富山県56.38人
（112.28人）です。６月３日から９日の値です。（）内は５月
21日～５月27日の値です。
　一人が何人に感染させるかを示す実効再生産数は、
全国平均で１月９日に5.9人でピークを打ち、６月８日
には0.91です。長野県は、１月８日に4.62人でピークと
なり、６月８日で0.89人です。長野県内では６月８日
現在、重症者が１人発生してしまっているようです。
　海外につきましては、アメリカが228.09人（219.52人）、
フランス279.16人（137.41人）、韓国が132.18人（251.96人）、
イギリスが98.85人（57.77人）、ドイツが341.34人（238.59人）、
南アフリカ19.43人（44.11人）、中国0.09人（2.07人）です。
６月９日現在の値で、カッコ内は５月27日の値です。
国によってばらつきがありますが、改善しています。
データは札幌医大フロンティア医学研究所のサイトから
引用しています。

　さて、ドラッカーの『経営者の条件』から、成果を上げる
ための五つの条件（時間、貢献、強み、集中、意思決定）を
ご紹介しています。今日はそのうちの「集中」について
読んでみます。

　“集中のための第一の原則は、生産的でなくなった
過去のものを捨てることである。そのためには自らの
仕事と部下の仕事を定期的に見直し、「まだ行っていな
かったとして、いまこれに手をつけるか」を問うことで
ある。答えが無条件のイエスでないかぎり、やめるか
大幅に縮小すべきである。もはや生産的でなくなった
過去のもののために資源を投じてはならない。第一級の
資源、特に人の強みという稀少な資源を昨日の活動から
引き揚げ、明日の機会に充てなければならない。

　つまるところ、成果をあげる者は、新しい活動を始める
前に必ず古い活動を捨てる。肥満防止のためである。
組織は油断するとすぐ体型を崩し、しまりをなくし、
扱いがたいものとなる。人からなる組織も、生物の組織と
同じようにスマートかつ筋肉質であり続けなければなら
ない。

　古いものの計画的な廃棄こそ、新しいものを強力に
進める唯一の方法である。アイデアが不足している組織
はない。創造力が問題なのではない。せっかくのよい
アイデアを実現すべく仕事をしている組織が少ないことが
問題である。みなが昨日の仕事に忙しい。”

Ｐ.Ｆ.ドラッカー『経営者の条件』
ｐ142-146より抽出、編集して引用

　いままでも「体系的廃棄」という言葉をご紹介してきま
したが、集中するためには、まず廃棄をすることが重要
であるわけです。仕事においては次々に新しい活動が
増えていきますが、古い活動を見直して廃棄のための
検討をするような機会はありません。

　当社は瓦屋、豆腐屋、食堂と事業を変化させてきま
したが、そのたびごとに成果に寄与しない事業を捨てて
きました。それによって新しい事業に集中することが
出来るようになりました。
　コロナ禍によっていままでの事業が立ち行かなくなり、
昨年から新しい事業に挑戦していますが、ゴチャゴチャ
してきた感じがあります。そろそろ整理をしなくては
ならない時期がやって来たようです。
　次回は「意思決定」を読んでみます。本日はありがとう
ございました。みなさまどうぞご自愛ください。

［会員卓話］	 青少年奉仕委員会　窪田秀徳　委員長
第32回  ＲＹＬＡ
５月14日㈯・15日㈰開催　参加報告

【会場】松本アルピコプラザホテル

『ＲＹＬＡとは』
　リーダーシップを発揮したい、自分の可能性を広げたい、
世界を変えたい……。
　そんな考えを実現するための第一歩となるのが、
「ロータリー青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）」です。
ロータリークラブまたは地区が実施するこのプログラムで、
若い人たちが新しい友人をつくり、楽しみながらリーダー
シップのスキルを磨いています。

■ＲＹＬＡでできること
地元で活躍する人や豊かな経験をもつ人たちと一緒に
●	コミュニケーションや問題解決のスキルを磨く
●	学校や地元地域で活躍できるリーダーとなる方法を
発見する
●	地元を動かすリーダーによる指導、意欲を高めるような
講演、仲間との交流を通じた学び
●	自分の可能性を発見し、行動へとつなげる
●	楽しみながら、生涯続く友情を培う	

■ＲＹＬＡの内容
　ＲＹＬＡのイベントは、14～30歳までを対象として、
地元ロータリークラブや地区によって開催されます。
地元のニーズに応じて、１日のセミナーから数日間の
合宿まで、さまざまな形式が取られます。最も多いのは、
さまざまなトピックのプレゼンテーション、アクティビティ、
ワークショップなどを含む、３～10日にわたるイベントです。
　参加対象はそれぞれのイベントによって異なります。
リーダーシップの力を引き出すことを目的とした中学生
対象のイベントから、創造性のある問題解決力を養う
大学生対象のイベント、ビジネス倫理について学ぶ若い
社会人対象のイベントなどがあります。

５月14日㈯　スタディー３　セミナーに参加
「世界水準のオールシーズンマウンテンリゾートを目指して」

株式会社岩岳リゾート　和田　寛 氏

《講 師》
和田　寛（わだ ゆたか）　Yutaka Wada
岩岳リゾート 社長
　1976年東京都生まれ、2000年東京大学法学部卒業後、
農林水産省入省。2006年米国Ｄｕｋｅ大学卒業（ＭＢＡ取得）、



2008年農林水産省を退職し、ベイン・アンド・カンパニー
入社。2014年ベイン・アンド・カンパニーを退職、日本
スキー場開発に開発部長として入社、白馬観光開発の
経営企画室長として出向。2017年白馬観光開発代表取締役
社長を経て、2020年岩岳リゾート代表取締役社長（現任）。
2019年には観光庁主催の「スノーリゾートの投資環境
整備に関する検討会」構成委員、内閣官房長官主催「観光
戦略実行推進会議」の識者として登壇するなど、経営者
としてスノーリゾート再生に携わりながら、日本全体の
観光戦略についても考察を続けている。

 世界水準のマウンテンリゾートの実現に向けて
必要なこと（ＲＹＬＡ seminar）

■他と同じことをしない
●	他の成功事例の構成要素は参考にするが、そのままの
コピーではやらない。
●	「日本初」「日本一」「白馬ならでは」結果ＰＲでのフックが
強くなる。

■	地元スタッフが中心となった「隠れた資産」の掘り
起こしが重要
●	投資してこなかっただけで、有効に活用できる。眠って
いる資産は多数。
●	一番知っている人たちから、どうやって引き出すか。
そこに「外の目線」を足して行く。

■外部有力プレーヤーとの連携による洗練性の担保
●	自分達が好きな人・ブランドと組ませていただく。
●	外部プレーヤーにとってメリットも明確に
　➡			「年110万人集まる場所」、「圧倒的な景観資産」

という後押しを定量的に表現し直す。

■サステナブルなビジネスモデルの構築
●	規模の経済の追求と徹底したコストコントロール
●	店舗ごとの責任者の明確化と店舗単位での管理会計の徹底	
●	市場と顧客の変化に対応した柔軟な事業領域・競争
戦略の見直し「リゾート」というためには多様な時間の
過ごし方を提供することが必須。	クリティカル・マス
（商品サービスの普及率が跳ね上がる分岐点）に到達
するまでの我慢も不可欠。
●	失敗を恐れず、打席に沢山立つ。
　（何が当たるかなんてわからない）
●	計画づくりに多大なエネルギーを注がない。
●	球数をこなせるチームづくり。
　（目的の共有。お互いを楽しむ。任せるところは任せる）
●	面で物事を捉える・動かす。

観光活性化を通じた地域活性化

■地域おこしの核となる
●	例えばスキー場は「地域の集客装置」。そこがしっかりと
「儲かる」ことで新規投資、新しいお客さんへ情報提供
継続、リピーターを増やすことが地域活性化に直結。
●	これからは「地方の時代」。東京一極集中が続けば
少子化に拍車がかかり日本全体の危機に。	
※	東京一直集中化は、更に人口を押し下げる原因になる。

だから、地方に分散しなければならない。
　（統計データが示している）

■	日本を支える数少ない成長産業。
　その中でもスノー・リゾートは大きなポテンシャルを持つ。
●	来季の4000万人の目線だけでなく、6000万人を目指す
だけのポテンシャルが日本にはある。その一つが
スノーリゾートだ。長期滞在が楽しめるスノーリゾートに
生まれ変わらせる取組みを全国10ヶ所程度の地域で
進めたい。（管官房長官：2019年11月）

■	「目に見える楽しみ」を味わう。
●	新たなサービスでお客さんが喜んでいる姿に直面できる
（勿論、その逆も）
●	一個一個小さなトライアルの積み重ねがほとんど。
自分達のチームのアイデア、行動で勝負できる。

最後に・・・・

ビジネスが成立しなければ
地域など良くならない
だから、ビジネス成功のために
全てを注ぎ込み「考え」「知恵を出し」「行動する」

「地元人 」＋ 「よそ者」 ＝「 地域の資産を生かす」

［幹事報告］	 柳澤雄次郎　幹事
１．ＲＩ	the	rotarian	６月
２．ＲＩ日本事務局
　　６月ロータリーレートお知らせ
　　127円
３．米山奨学会
　　2022年度米山奨学生クラブ訪問について
４．地区事務所
　　2021-2022年度ＲＬＩ補修コース開催のご案内
　　ロータリー親睦活動月間　リソースのご案内
　　2023年メルボルン国際大会のご案内資料
５．丸子ＲＣ
　　	「東信第二グループ2022-2023年度活動について」

会長・幹事会のご案内
６．上田六文銭ＲＣ　チャイルドライン講演会について
７．飯田南ＲＣ　例会場変更のお知らせ
８．天竜川ＲＣ　例会開催曜日変更にお知らせ
９．岡谷ＲＣ　　例会場変更のお知らせ
10．ＮＰＯ法人和む
　　「戦争を無くそう」10万人請願署名・案内書
11．例会変更
　　上田東ＲＣ　　６月29日㈬　最終夜間例会　定受なし
　　東御ＲＣ　　　６月16日㈭
　　　　　　　　　６月23日㈭　理事会決定　休会
　　　　　　　　　６月30日㈭　最終例会　定受なし
　　小諸浅間ＲＣ　６月14日㈫
　　　　　　　　　	新型コロナウイルス感染拡大防止
　　　　　　　　　休会　定受なし
　　小諸ＲＣ　　　６月８日㈬　	新型コロナウイルス感

染拡大防止の為休会
　　　　　　　　　６月22日㈬　定款による休会　定受なし
12．会報恵送　東近江ＲＣ、東御ＲＣ



［ニコニコBOX］	 櫻井雅文　委員長
　飯島幸宏さん　石井 人さん
石田眞人さん　出田行徳さん
伊藤典夫さん　内河利夫さん
小幡晃大さん　金子良夫さん
上島孝雄さん　北村修一さん
窪田秀徳さん　桑原茂実さん　小山宏幸さん　島田甲子雄
さん　関啓治さん　関勇治さん　滝沢秀一さん　田中健一
さん　花岡正人さん　布施修一郎さん　増田幸一さん
丸山正一さん　矢島康夫さん　栁澤日出男さん　柳澤
雄次郎さん　湯田勝己さん　横沢泰男さん　米津仁志さん
木内孝信さん　春原宏紀さん　桑澤俊恵さん　小林秀茂
さん　櫻井雅文さん　滋野眞さん　矢島年度理事会一同

本日喜投額　35名　￥ 77,000
累　計　　　　￥1,810,000

［例会の記録］
司　会：関　宇陽　委員長
斉　唱：国歌「君が代」
　　　　ロータリーソング「奉仕の理想｣
●表彰伝達
●慶祝
●会長挨拶
●幹事報告
●会員卓話　青少年奉仕委員会　窪田秀徳委員長

［ラッキー賞］
　石田　眞人さん

（米津仁志会長より、太郎吉パンの抹茶食パン）
　島田甲子雄さん　（柳澤雄次郎さんより、虎屋の羊羹）
　湯田　勝己さん　（柳澤雄次郎さんより、虎屋の羊羹）
　小林　秀茂さん
（布施修一郎さんより、大阪中之島美術館のお菓子）

　金子　良夫さん
（矢島康夫さんより、富士屋ホテルのクッキー）

　●ご家族同伴旅行のお土産●
　上島　孝雄さん（柳澤雄次郎さんより）
　出田　行徳さん（桑原　茂実さんより）
　木内　孝信さん（飯島　幸宏さんより）
　春原　宏紀さん（成澤　　厚さんより）
　増田　幸一さん（湯田　勝己さんより）
　桑澤　俊恵さん（金子　良夫さんより）
　横沢　泰男さん（田邉利江子さんより）

［出席報告］
関　宇陽　委員長

［次回例会予定］
６月27日㈪　最終夜間例会

（６月20日発行）
【会報担当】　田邉利江子　委員長

本日 前々回
（５/16）

会 員 数 61 61
出席ベース 55 52
出 席 者 数 42 39
出 席 免 除（b）
（　）内は出席者数 11（5） 11（2）

出 席 免 除（a） 0 0
メークアップ
（ ）内 は Make	up 後 0（39）

出 席 率
コロナ禍の為
100

コロナ禍の為
100

最終夜間理事会
6月13日㈪

一年間お疲れ様でした。

●6月12日㈰
●美ヶ原高原美術館
●長門牧場
●参加 25人

美ヶ原高原美術館  作品

ご家族同伴旅行


